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医療情報学の誕生と模索

九州大学大学院医学研究院 医療情報学

野 瀬 善 明

人々が医療に求めるニーズは時代の流れとともに変遷します．新しいニーズに応えるには新しい技術が

必要です．医学に特化した情報学として医療情報学の必要性を予見して，医療情報の７つの領域を多くの

指導者や仲間とともに模索させていただきました．

「見えないものを見えるようにする領域」では，物理学者と体外からの画像計測装置を，また工学者と断

層画像合成プログラムを作り，断層診断の可能性を示しました．さらに三次元像を合成して局在病変の部

位と大きさを体外計測しました．これらは CTや PETT などの体外画像診断全盛時代の先駆けとなりま

した．

「経験に頼らず数量化診断する領域」では，電子工学者とデジタル数量化技術や波形認識技術を用いて心

電図自動診断や重症患者監視に取り組み，電子医療機器の開発を模索しました．

「未来の予知予測技術の領域」では，数理統計学者と治療効果判定を正確に行う新しい統計手法の開発に

努め，医療技術の開発速度を速めました．また，残存余命と治療効果を予測することで，一人ひとりの患

者の最適治療計画を設計しやすくしました．

「低コストで品質の良い大量の医療サービスを可能とする領域」では，国内で先駆けてオンライン医療情

報システムを造り，病院の自動化および診断と治療の精密化を模索しました．

「先端医療知識技術を医療として実現普及させる領域」では，国際間情報交換を含む全国移植情報ネット

ワークを形成し，免疫技術を公正公平な移植医療として実現させました．

「健康増進と長寿を図る健康医学領域」では，福岡市で出生した健常乳幼児コホート調査を母親・行政・

小児科と産婦人科開業医の協力を得て 28 年間にわたり持続させており，世界に例のない健康医学知識の

宝庫となることが期待できます．母子の毛髪多種ミネラル計測は環境問題・食の安全・アレルギー問題な

どの近代社会病の解明の端緒を拓きました．

「医学医療情報を電子的に入手する領域」では，800 万人の病歴電子データベースを作り多目的利用を早

期に実現しました．また，全国の大学に先駆けて冊子体購入を止めて，電子ジャーナルに転換し新しい時

代の要請に適った電子医学図書館へと変貌させました．

このように医療情報学は医療情報を数量化することで主観的判断に代わり客観的論理判断で診断と治療

を精密化したり，生命現象の仕組みを推論することを可能としました．医療コストの大幅な削減と医療の

安全確保に道を拓きました．近未来の医療ニーズを予測して，そのニーズを満たすに必要な医療情報技術

をいち早く開発する後継者を育てることが教授に課せられた最大の責務と考えて，多くの若者達と共に医

療情報学を 39年間模索しました．豊かになった人々の医療ニーズは多様化しています．医療技術は進歩

するほどに複雑細分化しています．近未来の問題解決策として IT技術への期待は増大の一途を辿ってお

り，萌芽したばかりの医療情報学が発展して大活躍することを期待しております．
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この度，本年 3月末日で定年ご退任予定の野瀬善明教授に，編集部から「総説」ご投稿の依頼をお願いしましたところ，

医療情報学の総説は学会の２誌に掲載目前であり，また極めてお忙しい中での執筆ということで，「専門外の皆様に医療情

報学の概略を理解していただくには簡潔明快であることが一番であるように思われ，極めて短く纏めさせていただきまし

た」ということでメッセージをお寄せいただきましたので，ここに掲載させていただきます．これまでの野瀬先生の九州大

学医学部／大学院医学研究院での教育・研究におけるご貢献に感謝申し上げると共に，今後益々のご活躍をお祈り致したい

と存じます．

主任編集幹事
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野瀬 善明（のせ よしあき）

九州大学教授（大学院医学研究院医療情報学分野）．医博．

◆略歴：1944 年福岡県に生る．1969年九州大学医学部卒業．1969年九州大学医学部附属病院研修

医．1971 年同医員．1973年九州大学講師．1981 年九州大学助教授．1987 年より現職．2002年より

医学図書館長．

◆研究テーマと抱負：医療に特化した情報学として医療情報学を興し，時代の変化とともに変遷す

る人々の新しい医療ニーズに応えたい．その役割を果たせる後継者を多数育てて，世に送り出した

い．

◆趣味：山歩き・バドミントン・風景写真
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